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交通死亡事故防止対策の徹底について 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

会員の皆様には、平素から当協会の業務運営に格段のご高配を賜っておりますととも

に、交通事故防止を始めとした各般の安全対策にご尽力をいただいており、厚くお礼を

申し上げます。 

さて、県内における交通事故の発生状況ですが、今年に入って県内の交通死亡事故が

多発していたことを受け、6 月には交通事故抑止対策の一層の推進をお願いしておりま

したところ、事業用トラック(軽四を除く。)による事故は減少傾向にありました。 

しかし、報道等でもご存じのとおり 12 日の朝、広島市安佐南区上安県道 269 号のル

ープ橋上で、坂道を下っていたダンプカーが左カーブにおいて車線をはみ出して対向車

線の乗用車と正面衝突し、2 台とも橋下に転落するという事故が発生しました。これに

より乗用車の運転席の男性(80歳)と助手席の女性(76歳)が亡くなられ、後部席の女性(40

歳代）も重体となるなど家族 3 名が死傷されたほか、ダンプカー運転者(男性、59 歳）

も重傷を負いました。 

本件事故を受け、広島県警察本部交通企画課長から別添のとおり「事業所における交

通事故抑止対策の推進について」の依頼がありました。 

ついては、これから年末にかけ慌ただしくなり、交通事故が多発する時期ともなりま

す。今一度ドライバーの皆様方に、 

  〇 速度の抑制や過労運転の防止等、交通法規の遵守 

  〇 運行管理者による運転者の安全管理の徹底 

  〇 早めのライト点灯やハイビームの活用 

をご指導いただき、交通死亡事故防止対策を徹底していただきますようお願いいたしま

す。なお、今回のダンプカー運転者には当該車両の取り扱いに不慣れな面があったので

はないかとの指摘もございますことから、車両運転の習熟度の見極めや、運転時の体調

管理にもご配慮いただきますようお願いします。             謹 白  




